
　
市
で
は
、
少
人
数
学
級
編
制
の
実
施
に
当
た

り
、
子
ど
も
が
好
き
で
教
え
る
の
が
大
好
き
な

先
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
常
勤
す

る
教
諭
…
若
干
名

▼
受
験
資
格　
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を

取
得
し
て
い
る
方
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
に
当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）

で
、
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
▼
募
集
要
項　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
教
育
課
ま
た

は
人
事
課
で
も
配
布
し
ま
す
。
※
郵
送
希

望
の
場
合
は
1
2
0
円
切
手
を
貼
り
、
郵

便
番
号
と
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の
角

型
2
号
封
筒
を
同
封
の
上
、
学
校
教
育
課

（
〒
3
6
1
―
0
0
5
2	

行
田
市
本
丸
2

―
20
）
ま
で

▼
応
募
締
め
切
り

　
【
窓
口
受
付
】
10
月
8
日
㈫
午
後
5
時

　
【
郵
送
受
付
】
10
月
8
日
㈫
（
必
着
）

▼
試
験
日

　
【
1
次
試
験
】
10
月
19
日
㈯　

　
【
2
次
試
験
】
11
月
30
日
㈯

▼
任
用
期
間　
平
成
26
年
度
の
1
年
間
（
再
任

用
制
度
あ
り
）

▼
待
遇　
本
市
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
費
負
担

教
職
員
と
同
程
度
の
給
与
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
福
利
厚
生
は
公
立
学
校
共
済
組
合
埼

玉
支
部
、
一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
教
職
員
互

助
会
に
加
入
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
改
革

担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
6

　

市
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
た
な
行
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
、
行
田
ら
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み

形
成
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
総
合
的
か
つ

具
体
的
な
計
画
と
な
る
「（
仮
称
）
行
田
ら
し

い
ま
ち
並
み
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
創
出
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
基
本
計
画
を
検
討
す
る
に
当
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
景
観
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

方
で
、平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

⑴
応
募
日
現
在
、
す
で
に
本
市
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
の
方

⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数　
2
人

▼
任
期　
委
嘱
日
か
ら
検
討
終
了
ま
で
（
平
成

26
年
3
月
ま
で
を
予
定
）

▼
応
募
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
応
募
理
由
お
よ
び
行
田
ら
し
い
ま

ち
並
み
づ
く
り
に
関
す
る
考
え
（
4
0
0
字

程
度
）
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を

8
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
持
参
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】

〒
3
6
1
―
0
0
5
2	

行
田
市
本
丸
2
―

20	

行
田
市
都
市
計
画
課
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】5
5
3

―
4
5
4
4
【
Ｅ
メ
ー
ル
】tosh

i@
city.

gyoda.lg.jp

▼
選
考
方
法　
書
類
審
査
の
上
決
定
し
、
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
計
画
担
当
☎
5
5
0
―

1
5
5
0

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
で
、
個

人
や
団
体
の
活
動
、
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
活
動
や
成
果
を
発
表
し
ま

せ
ん
か
。
市
民
や
観
光
客
が
足
を
運
び
た
く
な

る
よ
う
な
、
に
ぎ
わ
い
の
空
間
を
一
緒
に
作
り

ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　
11
月
7
日
㈭
～
10
日
㈰

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ

▼
内
容　

【
活
動
紹
介
（
販
売
）
】
作
業
所
や
趣
味
の

活
動
で
作
成
し
た
お
菓
子
や
作
品
の
展
示
販

売【
活
動
紹
介
（
展
示
・
発
表
）
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
団
体
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ

る
活
動
発
表
や
作
品
展
示
会

【
体
験
講
座
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
が
自
ら
講
師

と
な
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
の
体
験
講
座

【
座
学
講
習
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
が
自
ら
講
師

と
な
り
、
日
ご
ろ
の
活
動
で
培
っ
た
知
識
や

教
養
に
つ
い
て
の
講
座

▼
主
催　
み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

▼
応
募
方
法　
地
域
づ
く
り
支
援
課
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
、
各
公
民
館
で

配
布
し
て
い
る
参
加
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
10
月
18
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
3
6
1
―
8
6
0
1	

行

田
市
本
丸
2
―
5	

み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
づ
く
り
支
援
課

内
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―
3
0
8
3
【
Ｅ

メ
ー
ル
】chiikizukuri@

city.gyoda.
lg.jp

▼
問
い
合
わ
せ　
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
同

課
内
・
内
線
2
5
3
）

浮
き
城
先
生
を
募
集
し
ま
す

行
田
ら
し
い
ま
ち
並
み
づ
く
り
と

に
ぎ
わ
い
創
出
基
本
計
画
検
討
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
～
い
ざ
出
陣
～

参
加
者
・
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

浮き城とは
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　 10月1日㈫を調査期日として、5年
に1度の住宅・土地統計調査が全国一
斉に行われます。この調査は全国で約
350万世帯が対象となり、本市も市内
のおよそ3分の1の地域から約3,000世
帯を対象に実施します。
　調査に先立ち、8月下旬ごろから調
査の対象となる地域を、埼玉県知事が
任命した調査員が巡回しますので、ご
協力をお願いします。※調査員は「調
査員証」を携帯しています。
▶問い合わせ	 企画政策課統計担当
（内線310）

平成25年住宅・土地統計
調査を行います

でかけませんか　となりまち

北 彩 タ ウ ン 情 報
羽生市
ムジナもんと仲間たちの4コマ漫画を募集
▶応募方法	 市役所、市民プラザ、図書館、各公民館、
産業文化ホール、パープル羽生、ワークヒルズ羽
生で配布している応募用紙（羽生市ホームページ
からダウンロード可）を使用し、10月31日㈭まで
に郵送してください。
　【郵送】〒348―0058	羽生市中央3―7―5	羽生市
キャラクター推進室
▶発　　表	 平成26年1月上旬に入賞者へ通知します。
▶賞　【優秀作品】12点（「広報はにゅう」に掲載、副
賞：ムジナもんグッズセット）【入選作品】30点（副
賞：ムジナもん歯ブラシ、キャラクターシール）

▶そ の 他	 応募作品の著作権は主催者に帰属し、
作品の返却はしません。
▶問い合わせ　同推進室☎560―3119

加須市
オニバスが見ごろです
　埼玉県唯一の自生地で、水面に鮮やかな赤紫色のか
れんな花を咲かせます。早朝に開花し、8月下旬まで
楽しむことができます。
▶場　　所	 オニバス自生地（北川辺総合支所から東
へ約1キロメートル）
▶問い合わせ	 加須市北川辺総合支所環境経済課
　☎0280―61―1205	

　行田市市民公益活動推進委員会では、市民、ＮＰＯおよび地
域活動団体がさまざまな分野で行う市民公益活動を支援し、協
働のまちづくりを推進しています。
　市民の皆さんの活動がさらに広がるよう、さまざまな取り組
みを行うための委員を募集します。委員になって、一緒に市民
公益活動を盛り上げてみませんか。
▶募集委員　
　①公募市民（応募日現在、市民公益活動を行う団体に所属して
いない方）

　②市民公益活動団体からの選出（ＮＰＯ法人、行田市市民公益
活動登録団体に所属している方。ただし、同一の団体から
は１人のみ選出）※団体に所属している方は、公募市民枠で
は応募できません。

▶応募資格	 ①②とも次の要件を全て満たす方
　⑴市内在住・在勤・在学で、平成25年8月1日現在満18歳以
上の方

　⑵平日の昼・夜間、休日に開催する会議（約2時間）に出席でき
る方

　⑶委員会が主体となって行うイベントに参加するなど、一緒
に活動ができる方

　なお、次に該当する方は応募できません。
　⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数	 ①5人②10人
▶任　　期	 委嘱した日から２年間
▶応募方法	 住所、氏名、電話番号、募集枠（①または②）、所
属団体名（②のみ）、市民公益活動に関する考え（400字程度）
を記入した書類（様式自由）を8月22日㈭までに持参、郵送、ＦＡＸ、
Ｅメールのいずれかの方法で提出してください。【持参・郵送】
〒361―8601	行田市本丸2―5	行田市地域づくり支援課【ＦＡ
Ｘ】556―3083【Ｅメール】chiikizukuri@city.gyoda.lg.jp
▶選考方法	 書類審査の上決定し、結果は応募者全員にお知ら
せします。
▶問い合わせ	 同課協働推進担当（内線253）

　企業立地の促進を図るため、空き用
地や空き工場などの情報を募集してい
ます。
　空き用地や空き工場・倉庫・店舗な
どの情報を市に登録し、市内に立地を
検討している企業に広く紹介します。
　要件に該当する物件を所有している
方は、ぜひ情報を提供してください。
▶要　　件　
・土地面積がおおむね1,000平方メー
トル以上であること
・建物面積がおおむね500平方メー
トル以上であること

▶問い合わせ	 商工観光課企業誘致担当
（内線384）

行田市市民公益活動推進委員会の
委員を募集します

空き用地・空き工場など
の情報を募集しています
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りた
いとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓
口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

予防接種はお済みですか
　予診票のない方は母子健康手帳を持参の上、保健セ
ンターにお越しください。

※1	ビフ・小児用肺炎球菌は、接種開始月齢により接
種回数が異なります。

※2	麻しん風しん混合予防接種【第2期】の対象者は、
平成26年3月31日㈪までに受けてください。その
期間を過ぎると有料になりますので、ご注意くだ
さい。

※3	日本脳炎予防接種は、一時見合わせていたことに
より、平成7年4月2日から平成19年4月1日生まれ
の方のみ20歳未満まで接種できます(7歳6カ月か
ら9歳までの間も接種可能）。

子どもの健康
乳幼児健診
　健 診 名	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターにご連絡く
ださい。

BCG予防接種
　受付日時	 8月20日㈫午後1時40分～2時
	 9月4日㈬午後1時40分～2時
　対　　象	 生後3カ月以上1歳未満(1歳の誕生日を迎

える前々日まで)のお子さん
※標準的な接種時期は、生後5カ月から8カ月です。
※予約制ですので、接種希望日の１週間前までに同
センターへ申し込みください。予約後、都合によ
り接種日を変更するときもご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
　日　　時	 9月3日㈫午前9時30分～11時
　対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　日　　時	 9月3日㈫午前10時30分～11時30分（午前

10時15分から受け付け）
　対　　象	 平成25年3月15日～4月14日生まれのお

子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
　日　　時	 8月28日㈬
	 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
　場　　所	 保健センター
　対　　象	 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

　そ の 他	 随時、電話での相談も受け付けます。

歯ッピー教室
　幼児期に乳歯を健康に保つことは、お子さんの将来
の歯の健康のためにとても大切なことです。
　虫歯予防の話と歯磨きのこつをお伝えします。

　日　　時	 8月29日㈭午後1時30分～2時30分
　場　　所	 保健センター
　対　　象	 市内在住で、歯に関心のある乳幼児とそ

の保護者
　定　　員	 20人
　そ の 他	 親子のよい歯コンクールの表彰式を午後

1時から行います。参加者で時間のある
方はお越しください。

　申し込み	 8月7日㈬～22日㈭に直接または電話で
保健センター

予防接種名/接種回数 対象（無料で接種できる年齢）

ヒブ/初回3回、追加1回※1 生後2カ月～5歳未満

小児用肺炎球菌/初回3回、追加1
回※1 生後2カ月～5歳未満

三種混合または四種混合/初回3
回、追加1回 生後3カ月～7歳6カ月未満

不活化ポリオ/初回3回、追加1回 生後3カ月～7歳6カ月未満

麻しん風しん混合【第1期】/1回 1歳～2歳未満

麻しん風しん混合【第2期】/1回 平成19年4月2日～平成20年
4月1日生まれの方※2

日本脳炎【第1期】/初回2回、追加
1回 3歳～7歳6カ月未満

日本脳炎【第2期】/1回 9歳～13歳未満※3

二種混合/1回 11歳～13歳未満

期　　日 医療機関名 期　　日 医療機関名

8月18日㈰ 清幸会行田中央総合病院 9月1日㈰ 壮幸会行田総合病院

8月25日㈰ 壮幸会行田総合病院 9月8日㈰ 壮幸会行田総合病院
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　例年以上に厳しい暑さが続く今年の夏。熱中症対策には万全の備
えが必要です。次に掲げるポイントをしっかりと覚えて、熱中症か
ら身を守りましょう。
こうして防ごう熱中症
１.喉の渇きを感じていなくても水分を取ろう
　喉の渇きを感じたときは既に体内の水分が不足していますので、
小まめに水分を補給してください。また、失われる汗には塩分が含
まれていますので、水やお茶だけの摂取では効果的な水分補給には
なりません。水分と同時に適量の塩分も補給してください。

２.室温は28度を目安にしよう　
　高齢者の多くは屋内で、しかも半数以上が自宅（居室）で熱中症に
かかっています。「電気代がもったいない」「体に悪い」という考えは
捨てて、エアコンを上手に使いましょう。暑くなりそうな夜は、寝
る前に水分を補給し、エアコンのタイマーを設定してつけておくこ
とをお勧めします。

３.日中の外出や作業はできるだけ避けよう
　買い物などは夕方にするようにしましょう。また、熱中症は家庭
菜園や草むしりの作業中にも多く発生しています。気温の低い日も
しくは時間帯を選んで行いましょう。もしも外出先などで気分が悪
くなるなど体調の変化を感じた場合は、冷房の効いた施設に速やか
に避難してください。

４.家族や近所にも気配りを
　外出の少ない高齢者や一人暮らしの方
には注意が必要です。地域で見守り、声
を掛け合うことで熱中症を予防しましょ
う。
▶問い合わせ　保健センター☎553―0053

　気になる咳やたん、息切れはありませんか。肺の病
気は肺がんや結核、肺炎だけではありません。現在、
慢性閉塞性肺疾患	（COPD)という、徐々に肺が機能を失
い、呼吸が苦しくなるという慢性病が増えています。
COPDの症状や予防方法について医師が説明します。

日　　時	 9月4日㈬午後2時～3時30分
場　　所	 商工センター403研修室
内　　容	 医師の講話、肺活量

測定
対　　象	 市内在住の方
定　　員	 30人(先着順)
受 講 料	 無料
持 ち 物	 健康手帳、筆記用具
申し込み	 8月30日㈮までに直

接または電話で保
健センター

　高血圧を放っておくと、心疾患や脳血管疾患を引き
起こす危険性が高くなります。高血圧を予防・改善す
るための秘けつを伝授します。

※2日間1コースの実施です。
対　　象	 市内在住の方
定　　員	 20人(先着順)
受 講 料	 300円(2日目の調理実習食材費)
持 ち 物	 健康手帳、筆記用具※2日目はエプロン、

三角巾、スリッパ
申し込み	 直接または電話で保健センター

　健診期間は12月20日㈮までです。対
象となる方には5月下旬に受診券を送
付しましたので、期間内に受診してく
ださい。
▶注　　意	 「健康診査のご案内」に記

載の医療機関のうち、ハ
ピネス診療所は、健康診
査を実施できないことに
なりました。

▶そ の 他	 実施できる医療機関な
ど、詳細は「健康診査のご
案内」をご覧ください。

▶問い合わせ	 保険年金課国保担当（内
線271）または医療担当
（内線226）

　総合福祉会館「やすらぎの里」の機能
回復訓練プールについて、水抜き清掃
を実施するため、8月13日㈫～17日㈯
はプールの利用ができませんので、ご
注意ください。
　なお、機能回復訓練室は通常どおり
利用できます。
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会
	 	 ☎557―5400

受けましたか 特定健康診査、
後期高齢者健康診査

機能回復訓練プールを
ご利用の皆さんへ

健康づくりのための教室
知ってほしい慢性閉

へい

塞
そく

性肺疾患（COPD）講座
血液サラサラ教室

～気になりませんか　高血圧～

日　　時 場　　所 内　　容

1日目
9月20日㈮
午後1時50分～
3時30分

商工センター
403研修室

医師講話
「高血圧予防で血液
サラサラ！」

2日目
10月3日㈭
午前9時30分
～正午

ＶＩＶＡぎょうだ
調理室

栄養講話・調理実習
「簡単！サラサラクッ
キング」

熱中症にならないために
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相　　談 場　　所 期　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

8月27日㈫、9月12日㈭※次回9月24
日㈫の予約は9月2日㈪、10月10日㈭
の予約は10月1日㈫から

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 8月19日㈪、9月2日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、
離婚、日常生活
の困り事

VIVAぎょうだ 9月11日㈬※予約制 午後1時～5時
（受け付けは午後4時まで）

埼玉県行政書士会
埼北支部

☎554―2702

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日
※各土曜日は市内在住の方を対象に
電話相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 9月11日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課
（内線221）

税務
（予約制）

関東信越税理士
会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）
※予約受け付けは毎週月・水・金曜日
（祝日を除く）の午前10時30分～午後
3時30分

午後1時～4時
関東信越税理士会

行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 9月1日㈰ 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 8月20日㈫・27日㈫、9月3日㈫・10日㈫ 午後5時15分～7時

（8月15日～9月14日）各 種 相 談

放射線量測定値
参考値

7月22日㈪　・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
午前9時(晴れ)0.06マイクロシーベルト　午後3時(晴れ)0.06マイクロシーベルト

市税の納付には、「安心！確実！便利！」な
口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税
市県民税・・・・・・・・・・・・2期
国民健康保険税・・・・・・・・・2期
介護保険料・・・・・・・・・・・2期
後期高齢者医療保険料・・・・・・2期

納期限　9月 2日㈪

　埼玉県交通安全対策協議会では、県内在住の
交通遺児等を対象に、援護一時金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、18歳以下の方で保護者（一
方または双方）が、交通事故（陸海空全ての交通
事故が対象）により死亡または重い障害を負った
方をいいます。
▶対　　象	 平成24年4月1日以降、交通遺児等
となった県内在住の18歳以下の方
▶給 付 額	 対象となる方1人につき10万円（1回
のみ）
▶給付時期	 10月または平成26年4月
▶申請方法	 市役所および学校で配布する申請書
類に必要事項を記入の上、直接または郵送でみ
ずほ信託銀行浦和支店（〒330―0063	さいたま
市浦和区高砂2―6―18）
▶提出期限　
　【10月支給分】8月31日㈯
　【平成26年4月支給分】平成26年2月28日㈮
▶問い合わせ	 埼玉県防犯・交通安全課☎048―
830―2958

　広告板、立看板などの屋外広告物は、人々にさまざま
な情報を提供し、まちの活気やにぎわいを演出します。
一方で無秩序な設置により景観が損なわれるなど、管理
が不十分であることが原因で人々に危害を及ぼす恐れが
あります。
　埼玉県屋外広告物条例では、良好な景観の形成と公衆
に対する危害の防止を目的に、設置に当たっての許可基
準を定めています。
　屋外広告物を設置しようとする方や屋外広告物の設置
場所を提供する方は、適正な広告物の設置にご協力くだ
さい。
▶問い合わせ　管理課管理担当☎550―1552

ご存じですか交通事故被害者のご家族への
援護金について ～屋外広告物にはルールがあります～

9月1日から10日までは屋外広告物適正化旬間です
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▶題　　名	 おまえ	うまそうだな（計48分）
▶定　　員	 80人(先着順)
▶入 場 料	 無料

第３回
▶日　　時	 8月31日㈯午後2時
▶場　　所	 映像ホール
▶題　　名	 戦場で傷ついた子どもたち～平和村との

出会いとアンゴラの子どもたち～ (50分)
▶内　　容	 紛争で傷ついた子どもたちを受け入れ、

母国に帰す活動を行うドイツ国際平和村。
	 ｢平和とは何か｣を問う10年間の記録映像

です。
▶対　　象	 中学生以上の方
▶定　　員	 80人(先着順)
▶入 場 料	 無料

▶日　　時	 9月13日㈮午後2時
▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 絵本や紙芝居	他
▶主　　催	 おしゃべりインコの会

　 4カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時	 9月10日㈫午後1時受け付け開始
▶持 ち 物	 母子健康手帳

・「人生案内」孫は来てよし、帰ってよし(大日向雅美/著、
読売新聞東京本社/著）
・腸育をはじめよう！子どもの便秘を放置したらダメ！
(松生恒夫/著）
・世界が認めたニッポンの居眠り		通勤電車のウトウト
にも意味があった！ (ブリギッテ・シテーガ/著、畔上
司/訳)
・江戸の子どもちょんまげのひみつ(菊地ひと美/作）
・ぜんぶ夏のこと（薫くみこ/著）
・にわやこうえんにくるとり（藪内正幸/文・絵）

▶日　　時	 8月21日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容	 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 8月24日㈯午前11時
▶内　　容	 絵本や手遊びなど
▶対　　象	 幼児
▶主　　催	 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 9月7日㈯午後2時
▶内　　容	 絵本など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 9月14日㈯午後2時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時	 8月17日㈯午後2時
▶場　　所	 映像ホール

おはなし会

定例子ども映画会

夏休み映画会

ブックスタート

新 着 図 書

読み語りの会

午前9時30分～午後7時
8月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪、
9月2日㈪・3日㈫・9日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

※変更となる場合もあります

北 小 9月11日㈬

北河原小 9月12日㈭

太田西小 9月13日㈮

移動図書館巡回日程

須 加 小 9月 4 日㈬

泉 小 9月 5 日㈭

埼 玉 小 9月 6 日㈮

星 宮 小 9月10日㈫
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安心で安全な社会を目指して

　7月12日、行田地区推進委員会主催の「第63回社
会を明るくする運動行田地区大会」が「みらい」文化
ホールで開催されました。
　この運動は、犯罪や非行を防止するとともに、罪を
犯した人や青少年の更正を地域で支えることの重要性
を認識してもらうために行われています。小佐々洌子
さんによる講演が行われた他、県立進修館高等学校
吹奏学部による演奏が披露されました。会場を訪れた
皆さんは、犯罪や非行のない社会の必要性を改めて
認識していました。

見ごろを迎えた蓮の花を前に

　7月14日、古代蓮の里で第16回行田蓮まつりが開催さ
れました。
　この催しでは、本市の花である「行田蓮」と、東松山市
の花である「ボタン」を交換することで両市の親交を深める
「花の交流イベント」も併せて行われ、工藤市長から森田
東松山市長に行田蓮24株の目録が手渡されました。
　会場には、友好都市の福島県白河市や健康づくり協定
を結んでいる群馬県上野村の観光物産店、東松山市のＢ
級グルメの「やきとり」をはじめさまざまな物産店が並び、
趣向を凝らしたステージイベントなどと共に祭りを盛り上
げました。また、蓮の実を使った蓮もちや蓮粥、蓮茶も振
る舞われ、来場者は見ごろを迎えた蓮の花を目で楽しみ、
舌で味わうことができました。

行田公演がついに実現！

　6月16日、産業文化会館で「野村萬斎 狂言 行田公演」が開
催されました。上演前に、萬斎さんから演目（萩大名・蝸牛）
の分かりやすい解説があり、加えて映画「のぼうの城」の撮影
秘話なども紹介されました。
　萬斎さんが山伏を演じる「蝸牛」は、山伏を蝸牛だと思い込
んだ太郎冠者（狂言に登場する役柄）を、山伏が蝸牛に成り済
まして、からかうという筋書きです。
　狂言ならではのユーモアあふれる話を演じる萬斎さんの動き
は、磨き抜かれた芸そのもの。会場を訪れた全ての方は、狂
言の素晴らしさを堪能していました。

Gyoda City Photo Studio
2013

写真館

写真館

現場に潜む危険を見抜くために

　6月9日・16日・30日、7月7日に中央公民館第1学習室
（「みらい」内）で、行田市消防団方面隊訓練として初めて消
防団危険予知訓練（Ｓ―ＫＹＴ）研修が行われました。
　この研修は、消防団員が災害現場や訓練活動中に潜む
危険を見抜く力を養い、安全な活動を行うために具体的に
実行できる対策を考えていくというもの。この研修を受講
した消防団員誰もが、危険要因が数多く存在する災害現
場でも、「安全にそして冷静に活動する」という意識を強
く脳裏に植え付けることができました。

皆さんの「声」をお聴きします

　6月21日、荒木公民館で荒木地区に住んでいる方
を対象にした「第1回市政懇談会」が行われ、43人の
方が参加しました。
　市政懇談会は、市政への意見・要望や地域で抱え
る課題などを聴き、できることから市政に反映させる
もので、当日は、武州荒木駅前の活性化や通学路の
整備などの意見が寄せられました。工藤市長は参加者
の意見・要望に耳を傾け、現状や今までの取り組み、
今後の対応などについて説明しました。

晴れの舞台で、生き生きと

　7月7日、産業文化会館ホールで第16回ときめきレイ
ンボーフェスティバルが開催されました。
　行田市文化団体連合会に加盟しているステージ部門
の全11団体が一堂に会するこのイベントは、出演者に
とって日ごろの練習の成果を思う存分披露する場となっ
ています。晴れの舞台に立った出演者たちは、かけが
えのない仲間たちと心を一つにして、生き生きと表現す
ることができたようです。

紫色のじゅうたんを楽しみに

　6月25日、水城公園あおいの池で、南小学校の3年生72
人によるホテイアオイの投げ込みが行われました。
　児童たちは、熊谷市在住の田中稔さんから寄付されたも
のと、水城公園で越冬させた合計5,000株のホテイアオイを
元気よく池に投げ込みました。
　ホテイアオイは9月から10月にかけて見ごろとなります。
池一面に花を咲かせた様子を見に、水城公園を訪れてみて
はいかがでしょうか。

はぎだいみょう か  ぎゅう

かたつむり

こ　 さ　 さ  きよ  こ
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安心で安全な社会を目指して

　7月12日、行田地区推進委員会主催の「第63回社
会を明るくする運動行田地区大会」が「みらい」文化
ホールで開催されました。
　この運動は、犯罪や非行を防止するとともに、罪を
犯した人や青少年の更正を地域で支えることの重要性
を認識してもらうために行われています。小佐々洌子
さんによる講演が行われた他、県立進修館高等学校
吹奏学部による演奏が披露されました。会場を訪れた
皆さんは、犯罪や非行のない社会の必要性を改めて
認識していました。

見ごろを迎えた蓮の花を前に

　7月14日、古代蓮の里で第16回行田蓮まつりが開催さ
れました。
　この催しでは、本市の花である「行田蓮」と、東松山市
の花である「ボタン」を交換することで両市の親交を深める
「花の交流イベント」も併せて行われ、工藤市長から森田
東松山市長に行田蓮24株の目録が手渡されました。
　会場には、友好都市の福島県白河市や健康づくり協定
を結んでいる群馬県上野村の観光物産店、東松山市のＢ
級グルメの「やきとり」をはじめさまざまな物産店が並び、
趣向を凝らしたステージイベントなどと共に祭りを盛り上
げました。また、蓮の実を使った蓮もちや蓮粥、蓮茶も振
る舞われ、来場者は見ごろを迎えた蓮の花を目で楽しみ、
舌で味わうことができました。

行田公演がついに実現！

　6月16日、産業文化会館で「野村萬斎 狂言 行田公演」が開
催されました。上演前に、萬斎さんから演目（萩大名・蝸牛）
の分かりやすい解説があり、加えて映画「のぼうの城」の撮影
秘話なども紹介されました。
　萬斎さんが山伏を演じる「蝸牛」は、山伏を蝸牛だと思い込
んだ太郎冠者（狂言に登場する役柄）を、山伏が蝸牛に成り済
まして、からかうという筋書きです。
　狂言ならではのユーモアあふれる話を演じる萬斎さんの動き
は、磨き抜かれた芸そのもの。会場を訪れた全ての方は、狂
言の素晴らしさを堪能していました。

Gyoda City Photo Studio
2013

写真館

写真館

現場に潜む危険を見抜くために

　6月9日・16日・30日、7月7日に中央公民館第1学習室
（「みらい」内）で、行田市消防団方面隊訓練として初めて消
防団危険予知訓練（Ｓ―ＫＹＴ）研修が行われました。
　この研修は、消防団員が災害現場や訓練活動中に潜む
危険を見抜く力を養い、安全な活動を行うために具体的に
実行できる対策を考えていくというもの。この研修を受講
した消防団員誰もが、危険要因が数多く存在する災害現
場でも、「安全にそして冷静に活動する」という意識を強
く脳裏に植え付けることができました。

皆さんの「声」をお聴きします

　6月21日、荒木公民館で荒木地区に住んでいる方
を対象にした「第1回市政懇談会」が行われ、43人の
方が参加しました。
　市政懇談会は、市政への意見・要望や地域で抱え
る課題などを聴き、できることから市政に反映させる
もので、当日は、武州荒木駅前の活性化や通学路の
整備などの意見が寄せられました。工藤市長は参加者
の意見・要望に耳を傾け、現状や今までの取り組み、
今後の対応などについて説明しました。

晴れの舞台で、生き生きと

　7月7日、産業文化会館ホールで第16回ときめきレイ
ンボーフェスティバルが開催されました。
　行田市文化団体連合会に加盟しているステージ部門
の全11団体が一堂に会するこのイベントは、出演者に
とって日ごろの練習の成果を思う存分披露する場となっ
ています。晴れの舞台に立った出演者たちは、かけが
えのない仲間たちと心を一つにして、生き生きと表現す
ることができたようです。

紫色のじゅうたんを楽しみに

　6月25日、水城公園あおいの池で、南小学校の3年生72
人によるホテイアオイの投げ込みが行われました。
　児童たちは、熊谷市在住の田中稔さんから寄付されたも
のと、水城公園で越冬させた合計5,000株のホテイアオイを
元気よく池に投げ込みました。
　ホテイアオイは9月から10月にかけて見ごろとなります。
池一面に花を咲かせた様子を見に、水城公園を訪れてみて
はいかがでしょうか。

はぎだいみょう か  ぎゅう

かたつむり

こ　 さ　 さ  きよ  こ
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広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち
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世
界
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て

佐
藤
和
人
さ
ん
（
17
歳
・
富
士
見
町
）

　
「
オ
ー
ト
バ
イ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
」（
以
下
ト
ラ
イ
ア
ル
）

と
い
う
競
技
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
競
技
は
、
岩
や

沢
な
ど
自
然
の
地
形
を
生
か
し
た
コ
ー
ス
を
、
バ
イ
ク

で
い
か
に
足
を
着
か
ず
に
走
破
す
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
今
月
は
、
世
界
を
舞
台
に
戦
っ
て
い
る
ト
ラ

イ
ア
ル
選
手
、
佐
藤
和
人
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技
を
行
っ
て
い
る
チ
ー
ム

の
中
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｙ
Ｓ
Ｐ
京
葉Racing				

Team

に
所
属
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
。
小
学
1
年
生
の

と
き
に
、
本
田
技
研
株
式
会
社
が
開
催
し
て
い
る
バ
イ

ク
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
バ
イ

ク
を
運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
初
め
は
怖

か
っ
た
け
れ
ど
、
す
ぐ
に
ス
ピ
ー
ド
に
も
慣
れ
て
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
バ
イ
ク
に
夢
中
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ル
に
出
会
っ
た
の
は
、
小
学
5
年
生
の
と

き
。「
講
師
が
、
体
の
一
部
の
よ
う
に
バ
イ
ク
を
操
っ
て

い
る
の
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
す
ご
く
格
好
い

い
な
っ
て
」
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

週
末
に
な
る
と
筑
波
山
な
ど
に
あ
る
専
用
コ
ー
ス
で
、

早
朝
か
ら
汗
を
流
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
6

年
生
に
な
る
と
、
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
日
本
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

の
ト
ラ
イ
ア
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
1
期
生
と
し
て
も
参
加
。

ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
と
し
て
必
要
な
技
術
を
磨
い
て
い

き
ま
し
た
。

　

初
め
て
大
会
に
出
場
し
た
の
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

こ
ろ
。
結
果
は
出
場
選
手
67
人
中
66
位
と
惨
敗
。「
年

齢
制
限
が
な
い
と
は
い
え
、
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
」

と
デ
ビ
ュ
ー
戦
を
振
り
返
る
佐
藤
さ
ん
。
こ
の
敗
戦

を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
タ
ー
ン
」
や
「
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
な
ど
基
本
動
作
を
何
度
も
繰
り
返
し

練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
始
め
た
の

は
、
中
学
2
年
生
の
と
き
で
し
た
。
本
格
的
に
関
東

選
手
権
に
参
戦
し
、
そ
の
年
の
関
東
選
手
権
シ
リ
ー

ズ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
3
位
を
獲
得
。
そ
し
て
、
全
国
大

会
で
8
位
に
入
賞
し
、
国
内
Ｂ
級
ク
ラ
ス
か
ら
一
気

に
国
際
Ｂ
級
ク
ラ
ス
へ
の
参
加
資
格
を
得
ら
れ
る
ま

で
の
選
手
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

国
際
Ｂ
級
ク
ラ
ス
で
経
験
を
重
ね
、
昨
年
・
今
年

と
2
年
連
続
で
ト
ラ
イ
ア
ル
世
界
選
手
権
日
本
グ
ラ

ン
プ
リ
の
ユ
ー
ス
ク
ラ
ス
に
も
出
場
。「
世
界
大
会
と

い
う
独
特
の
雰
囲
気
の
中
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選

手
た
ち
と
戦
え
た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。「
世
界
」
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
佐
藤
さ
ん
。「
今
の
目
標
は
、
全
国
大
会
で
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
、
国
際
Ａ
級
に
昇
格
す
る
こ
と

で
す
」
と
語
り
ま
す
。
世
界
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て

―
。佐
藤
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句
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広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち

○８月１日㈭～30日㈮に電話
またはEメールで広報広聴課
広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、9月3
日㈫午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年10月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
8月生まれの
おともだち

荻
野
　
響
き
ょ
う

一い
ち

ち
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町
）

平
成
24
年
8
月
6
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生
ま
れ

●父 

龍
一
さ
ん
●母 

理
恵
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ん

「
夢
は
大
き
く
!!
」

成
田
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波な

ち
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ん
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谷
郷
）

平
成
24
年
8
月
12
日
生
ま
れ

●父 

孝
さ
ん
●母 
亜
友
美
さ
ん

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♪
」

齋
藤
　
柚ゆ
ず

希き

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

平
成
24
年
8
月
12
日
生
ま
れ

●父 

文
昭
さ
ん
●母 

美
代
子
さ
ん

「
あ
な
た
の
笑
顔
が

　
　
　
　
　
　
元
気
の
源
♪
」

山
田
　
姫き
ら
ら愛

ち
ゃ
ん
（
清
水
町
）

平
成
24
年
8
月
6
日
生
ま
れ

●父 

聖
也
さ
ん
●母 

加
代
子
さ
ん

「
い
つ
も
幸
せ
な

　
　
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」

野
口
　
雅み
や
び姫

ち
ゃ
ん
（
荒
木
）

平
成
24
年
8
月
7
日
生
ま
れ

●父 

敦
史
さ
ん
●母 

美
穂
さ
ん

「
行
田
が
生
ん
だ

　
　
リ
ト
ル
プ
リ
ン
セ
ス
♡
」

為
ケ
井
　
百も
も

花か

ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

平
成
24
年
8
月
8
日
生
ま
れ

●父 

大
祐
さ
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奈
美
さ
ん

「
い
っ
ぱ
い
遊
ん
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☆

　
　
　
　
ゲ
ン
キ
～
元
気
!!
」

　

高
速
か
つ
安
定
し
た
デ
ー
タ
の
や

り
取
り
を
可
能
に
し
た
光
通
信
は
、

情
報
化
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

技
術
で
す
。
今
月
は
、
光
通
信
の
根

幹
を
支
え
る
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル

や
光
コ
ネ
ク
タ
な
ど
を
製
造
・
販
売

し
て
い
る
、
Sエス
Eイー
Iアイ
オ
プ
テ
ィ
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　

同
社
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
主
力
に

生
産
し
て
き
た
ト
ヨ
ク
ニ
電
線
株
式

会
社
と
、
光
コ
ネ
ク
タ
を
主
力
に
生

産
し
て
き
た
住
電
ハ
イ
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社
が
統
合
し
、
平
成
22
年

に
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ケ
ー
ブ
ル
製
造
か
ら
コ
ネ
ク
タ
加
工

ま
で
一
貫
し
て
生
産
で
き
る
体
制
が

構
築
さ
れ
、
よ
り
迅
速
で
的
確
に
、

ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　
「
お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
製
品
を

提
供
す
る
た
め
、
開
発
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
き
た
も
の
で
も
、
社
員

一
丸
と
な
っ
て
作
り
あ
げ
て
き
ま
し

た
」
と
、
生
産
部
次
長
の
芹
ヶ
野
さ

ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
「
高
強

度
光
コ
ー
ド
」
で
す
。
一
般
的
に
、

光
通
信
で
利
用
す
る
光
フ
ァ
イ
バ

ケ
ー
ブ
ル
は
、
髪
の
毛
よ
り
も
細
い

ガ
ラ
ス
繊
維
を
使
う
た
め
、
折
り
曲

げ
に
弱
く
、
取
り
扱
い
が
難
し
い
こ

と
が
長
年
の
課
題
で
し
た
。し
か
し
、

約
1
年
の
試
行
錯
誤
の
末
、
従
来
の

約
2
倍
の
強
度
を
誇
る
製
品
の
実
現

に
成
功
し
た
と
の
こ
と
。
直
径
わ
ず

か
2
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ケ
ー
ブ

ル
に
凝
縮
さ
れ
た
独
自
の
技
術
が
評

価
さ
れ
、
こ
の
製
品
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
お
天
気
カ
メ
ラ
を
つ
な
ぐ

ケ
ー
ブ
ル
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
の
製
品
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た

映
像
だ
と
思
う
と
、
テ
レ
ビ
で
目
に

す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
の
眺

め
も
、
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

長
年
培
っ
て
き
た
高
度
な
技
術
力

と
信
頼
を
軸
に
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
の
構
築
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
同
社
。
こ
れ
か
ら
も
高
品

質
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
新
技
術
の
開
発
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

SEIオプティフロンティア株式会社 光通信分野の最先端を
目指して

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役社長　新倉耕治
事業内容　光ファイバケーブル、
光コネクタ、光融着接続機、光通
信用工具など光通信用の機器製品
の製造販売

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を
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広告

InformationInformation 催し・募集
▼
日
時　
8
月
16
日
㈮
午
後
7
時
～

8
時
30
分　

▼
場
所　
忍
川
翔
栄
橋

付
近
（
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北
側
）　

▼
そ
の
他　
小
型
灯
籠
を
1
基
8	
0

0
円
で
頒
布
し
ま
す
。
ま
た
、
行
田

音
頭
保
存
会
に
よ
る
新
行
田
音
頭
の

演
舞
を
行
い
ま
す
。　

▼
問　
行
田

市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内

線
3
8
2
）

①
サ
バ
イ
バ
ル
ご
飯
作
り

▼
日
時　
9
月
22
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
1
時　

▼
対
象　
小
学
4

年
生
以
上　

▼
定
員　
25
人
（
先
着

順
）　

▼
�　

電
話
で
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー

②
消
防
職
員
に
よ
る
防
炎
講
会
（
東

日
本
大
震
災
で
の
救
援
活
動
に
つ

い
て
）

▼
日
時　
9
月
23
日
㈪
午
後
2
時
～

3
時　

▼
対
象　
年
齢
制
限
な
し　

▼

定
員　

1
3
0
人
（
先
着
順
）　

▼

�　

当
日
受
け
付
け

①
②
い
ず
れ
も

▼
場
所　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
（
鴻

員
会　

▼
後
援　
埼
玉
県
、
行
田
市
、

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
他　

▼
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
木

村
・
石
井
☎
5
5
5
―
1
1
0
0

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
5
―
1
3
0
1
【
Ｅ

メ
ー
ル
】h

ikou
sen@

hks.or.jp

▼
日
時　

8
月
25
日
㈰
午
後
1
時　

▼
場
所　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
対

象　
幼
児
以
上
（
小
学
1
年
生
未
満

の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
）　

▼

参
加
費　
1
人
1
0
0
円
（
3
歳
以

上
）　

▼
そ
の
他　

要
申
し
込
み　

▼
�
・
問　
行
田
お
や
こ
劇
場
事
務

局
☎
0
9
0
―
3
8
1
6
―
5
3
7

4▼
日
時　
9
月
8
日
㈰
【
1
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
25
分

【
2
回
目
】
午
後
2
時
～
3
時
55
分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
「
石
川
・
宮
森
ジ
ェ
ッ
ト

機
墜
落
事
故
」
と
「
沖
国
大
米
軍
ヘ

リ
墜
落
事
件
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
に
揺
れ
る
現
在
の
沖

縄
・
日
本
に
平
和
と
は
何
か
を
問
い

か
け
る
作
品　

▼
入
場
料　
【
前
売

り
】
一
般：

1
千
円
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
障
害
者：

8
0
0
円
【
当

日
】
一
般：

1
千
2
0
0
円
、
60
歳

以
上
の
方
、
学
生
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
障
害
者：

8
0
0
円　

▼

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
川
島
書
店
、

忍
書
房
、
宮
脇
書
店
行
田
店　

▼
主

催　
映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
を
み
る
会　

▼
後
援　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　

▼
問　

北
埼
教
育
会
館
☎

5
5
3
―
0
7
4
4

▼
日
時　
8
月
31
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　
太
井
公
民
館　

▼

内
容　
素
ば
な
し
、
手
遊
び
、
本
の

朗
読　

▼
対
象　
幼
児
ま
た
は
小
学

校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の
保
護
者　

▼
参
加
無
料　
▼
主
催　
お
は
な
し

タ
ン
バ
リ
ン　

▼
後
援　
行
田
市
教

育
委
員
会　

▼
問　
栗
原
☎
5
5
4

―
4
3
0
0

▼
日
時　
8
月
25
日
㈰
、
9
月
22
日

㈰
午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
2
時
45

分
～
3
時
45
分
（
2
回
公
演
）
※
雨

天
中
止　

▼
場
所　
忍
城
址　

▼
出

演　
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在
住

の
歌
手
）　

▼
観
覧
無
料　
▼
主
催　

㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問　
同
企
画
☎

5
5
4
―
0
7
8
9

巣
市
袋
30
）　

▼
問　
同
セ
ン
タ
ー

☎
5
4
9
―
2
3
1
3

▼
日
時　
8
月
23
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
4
時　

▼
場
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜

木
町
1
―
7
―
5
）　

▼
内
容　
内

藤
大
助
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
、
ボ
ク
シ

ン
グ
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
に
よ

る
人
権
講
演
会
、
井
上
あ
ず
み
さ
ん

と
ゆ
ー
ゆ
さ
ん
（
歌
手
）
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
県
立
浦
和
北
高
校

演
劇
部
に
よ
る
公
演
、
人
権
作
文
表

彰
・
発
表
他　

▼
入
場
無
料　
▼
そ

の
他　
事
前
申
し
込
み
不
要　

▼
問　

埼
玉
県
人
権
推
進
課
☎
0
4
8
―

8
3
0
―
2
2
5
5

▼
日
時　
8
月
22
日
㈭
～
26
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
6
時
（
26
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
場
所　
八
木
橋
百

貨
店
8
階
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
谷

市
仲
町
74
）　

▼
内
容　
ア
ー
ト
展
、

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
食
品
や
ク
ラ
フ
ト

な
ど
の
工
作
物
の
販
売
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト　

▼
主
催　

5
th　

ａ
ｍ
ｐ
か
わ
い
い
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委

イ
ベ
ン
ト

と
う
ろ
う
流
し

納
涼
大
会

夏
だ
！
ま
つ
り
だ
！

げ
き
じ
ょ
う
ま
つ
り
だ
!!

映
画「
ひ
ま
わ
り
」～
沖
縄
は
忘
れ

な
い
あ
の
日
の
空
を
～
上
映
会

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

秋
の
防
災
イ
ベ
ン
ト

～
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
さ
い
た
ま

お
は
な
し
会

5
th　

a
m
p
か
わ
い
い
サ
ミ

ッ
ト
～
お
気
に
入
り
を
あ
な
た

の
そ
ば
に
～

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使　

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　

8
月
25
日
㈰
午
前
8
時　

▼
集
合
場
所　
馬
見
塚
第
2
集
会
所　

▼
内
容　
キ
タ
ミ
ソ
ウ
自
生
地
や
星

川
の
自
然
観
察
会　

▼
主
催　
星
川

の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
、

行
田
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ　

▼
持
ち
物　

双
眼
鏡
（
お
持

ち
の
方
）　

▼
問　
同
会
事
務
局
☎

5
5
7
―
0
0
6
1

▼
日
時　
9
月
4
日
～
18
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
3
回
）
午
後
3
時
～
4

時　

▼
場
所　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
機
能
回
復
訓
練
プ
ー

ル　

▼
内
容　
水
中
で
筋
力
強
化
運

動
や
有
酸
素
運
動
を
行
い
、
健
康
な

体
を
作
る　

▼
対
象　
市
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
方
（
医
師
な
ど
か
ら
運

動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）　

▼
定
員　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料　
▼
持
ち
物　
水
着
、
水
泳

帽
、
タ
オ
ル　

▼
�
・
問　
8
月
20

日
㈫
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
【
Ａ
コ
ー
ス
】
9
月
4
日

～
25
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
4
回
）

【
B
コ
ー
ス
】
11
月
6
日
～
27
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
4
回
）
※
両
コ
ー

ス
と
も
に
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場

所　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の

里
」
第
2
研
修
室　

▼
対
象　
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

各
40
人
（
先
着
順
）
※
ど
ち
ら
か
1

コ
ー
ス
の
み　

▼
参
加
無
料　
▼
持

ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物　

▼

�
・
問　
8
月
19
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

※
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
は
不
可
）。

▼
日
時　
9
月
27
日
㈮
午
前
9
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
3
研
修

室　

▼
内
容　
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
に
、
避
難
所
で
気
を
付
け
た
い

症
状
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ　

▼
定

員　
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

▼
受
講
料　

1
0
0
円

水
中
若
返
り
教
室

星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を

守
る
会　

夏
の
自
然
観
察
会

災
害
時
高
齢
者
生
活

支
援
講
習
会

教
室
・
講
座

学
校
公
開

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
教
室

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
体
験
会

県
立
特
別
支
援
学
校

塙
保
己
一
学
園（
県
立
盲
学
校
）

学
校
公
開

（
保
険
代
）　

▼
主
催　
日
本
赤
十
字

社
埼
玉
県
支
部　

▼
そ
の
他　
参
加

者
に
は
受
講
証
を
交
付
す
る　

▼

�
・
問　
8
月
19
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
日
赤
事
務
局

（
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎

5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
9
月
6
日
～
27
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
南
河
原

隣
保
館
生
活
改
善
室　

▼
内
容　
プ

チ
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
製

作　

▼
講
師　

小
柳
寿
美
子
さ
ん　

▼
参
加
費　
2
千
5
0
0
円
（
材
料

代
）　

▼
�
・
問　
同
館
☎
5
5
7

―
3
3
3
4

▼
日
時　
8
月
11
日
㈰
午
前
9
時
～

正
午　

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
「
会
議
室
」・「
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
」　

▼
内
容　
大
澤
規
男
さ

ん
（
埼
玉
県
警
察
学
校
術
科
教
養
課

長
補
佐
）
に
よ
る
武
道
教
育
に
関
す

る
講
演
お
よ
び
演
武　

▼
受
講
無
料　

▼
主
催　
行
田
市
空
手
道
連
盟　

▼

後
援　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会
他　

▼
問　

柿
沼
☎
0
9
0
―

4
9
2
1
―
5
5
2
5

▼
日
時　
8
月
20
日
㈫
【
第
1
部
】

午
前
10
時
30
分
【
第
2
部
】
午
後
1

時　

▼
場
所　

サ
ン
エ
ル
ホ
ー
ム

行
田
店　

▼
内
容　
手
話
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
育
児
法

を
学
ぶ　

▼
対
象　
生
後
6
カ
月
～

1
歳
6
カ
月
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者　

▼
定
員　
各
回
8
組　

▼
参

加
費　
1
千
円　

▼
�
・
問　
開
催

日
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
認
定
講
師
小
柳
☎
0
9
0
―

9
8
5
1
―
7
8
0
2
【
Ｅ
メ
ー

ル
】m

icchi1614323@
yahoo.

co.jp

▼
日
時　
9
月
13
日
㈮
午
前
9
時
10

分
～
午
後
0
時
30
分　

▼
場
所　
県

立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園

（
川
越
市
笠
幡
85
―
1
）　

▼
そ
の
他　

相
談
・
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。　

▼
�
・
問　
9
月
6
日
㈮

ま
で
に
同
校
☎
0
4
9
―
2
3
1
―

2
1
2
1

第
4
回
武
道
ひ
と
つ
く
り

研
修
会

ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

29



広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
8
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
1
時　

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ

ょ
う
だ
調
理
室　

▼
講
師　
行
田
市

食
生
活
改
善
推
進
員　

▼
対
象　
市

内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

▼
定

員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

1
人
3
0
0
円　

▼
持
ち
物　
エ
プ

ロ
ン
、
ス
リ
ッ
パ
や
上
履
き
、
三
角

巾　

▼
そ
の
他　

2
歳
以
上
の
未

就
学
児
の
保
育
も
受
け
付
け
ま
す
。　

▼
�　

8
月
1
日
㈭
～
20
日
㈫
（
保

育
は
8
月
16
日
㈮
ま
で
）
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
※

月
曜
日
は
休
館　

▼
問　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
☎
5
5
6
―
9
3
0
1

　
「
地
方
か
ら
日
本
を
元
気
に
」
を

合
言
葉
に
、
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま

ち
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
関
東

甲
信
越
の
団
体
が
一
堂
に
集
う
「
関

東
・
甲
信
越
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
、
千
葉
県
勝
浦
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
行
田
ゼ
リ
ー

フ
ラ
イ
で
一
緒
に
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

せ
ん
か
。

▼
期
日　

9
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

▼
内
容　
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
販
売
の

手
伝
い　

▼
募
集
人
数　
5
人　

▼

�
・
問　
8
月
15
日
㈭
～
9
月
10
日

㈫
に
電
話
で
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
研

究
会
松
井
☎
0
8
0
―
3
1
5
0
―

7
2
8
2
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内

線
3
8
9
）

【
採
用
試
験
】

①
一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
期
間　
8
月
1
日
㈭
～
9
月

6
日
㈮　

▼
応
募
資
格　
日
本
国
籍

を
有
し
、平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方　

▼
試
験

日　
9
月
16
日
㈪
・
17
日
㈫
の
指
定

す
る
1
日

②
自
衛
官
候
補
生

▼
受
付
期
間　
【
男
性
】
8
月
1
日

㈭
以
降
（
予
定
）【
女
性
】
8
月
1

日
㈭
～
9
月
6
日
㈮　

▼
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
26
年
4
月

1
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

方　

▼
試
験
日　
【
男
性
】
9
月
16

日
㈪
以
降
指
定
す
る
1
日
（
予
定
）

【
女
性
】
9
月
22
日
㈰
～
26
日
㈭
の

指
定
す
る
1
日

【
採
用
説
明
会
】

▼
日
時　
8
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
1
時
～
3
時　

▼
場

所　
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所　

▼
資
料
請
求
・
問　

同
事
務
所
（
〒
3
6
0
―
0
0
3
7	

熊
谷
市
筑
波
３
―
90
―
1	

国
際
ビ

ル
2
階
）
☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▼
受
付
期
間　
9
月
1
日
㈰
～
30
日

㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時　

▼
表

彰
基
準　
①
運
転
経
験
5
年
以
上
を

有
し
、
常
に
安
全
運
転
を
心
掛
け
、

他
の
運
転
手
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

方　

②
過
去
5
年
間
、
10
年
間
、
15

年
間
、
20
年
間
、
25
年
間
、
30
年

間
、
35
年
間
、
40
年
間
に
分
け
て
無

事
故
・
無
違
反
の
運
転
者　

▼
資
格

要
件　
①
行
田
交
通
安
全
協
会
に
入

会
し
て
い
る
方　

②
平
成
20
年
10
月

以
降
、
優
良
運
転
者
と
し
て
行
田
警

察
署
・
同
協
会
の
表
彰
を
受
け
て
い

な
い
方　

▼
申
請
方
法　
同
協
会
事

務
局
で
配
布
し
て
い
る
申
請
書
お
よ

び
無
事
故
・
無
違
反
証
明
交
付
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
運

転
免
許
証
、
認
め
印
、
同
協
会
会
員

証
、
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
交

付
手
数
料
6
3
0
円
を
同
協
会
事
務

局
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
表

彰　
受
賞
者
に
は
後
日
表
彰
式
の
期

日
を
通
知
し
ま
す
。
※
表
彰
式
は
10

月
下
旬
を
予
定　

▼
�
・
問　
同
協

会
（
行
田
警
察
署
内
）
☎
5
5
5
―

1
1
1
2

▼
募
集
作
品　
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、

作
文
、
新
聞
、
標
語　

▼
応
募
資

格　
【
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
】
県
内
の

小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生

徒
【
作
文
・
新
聞
】
県
内
の
小
学
校

に
在
学
す
る
高
学
年
（
4
～
6
年

生
）
の
児
童
お
よ
び
県
内
の
中
学
校

に
在
学
す
る
生
徒
【
標
語
】
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
そ
の
他　

募
集
要
項
は
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▼
�　

9
月

17
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
持
参
ま
た

は
郵
送
（
標
語
の
み
Ｅ
メ
ー
ル
も

可
）
で
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
下
水

道
公
社
経
営
企
画
課
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
担
当
【
持
参
・
郵
送
】
〒
3
3
8

―
0
8
3
7	

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

桜
区
田
島
7
―
2
―
23
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
aster@

saitam
a-sw

g.or.jp　

▼
問　

同
公
社
経
営
企
画
課
☎

0
4
8
―
8
3
8
―
8
5
8
5

自
衛
官

優
良
運
転
者
を
表
彰

関
東
・
甲
信
越
Ｂ
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ 

in 

勝
浦
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
53
回「
下
水
道
の
日
」

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

親
子
で
作
っ
て
楽
し
く
学
ぼ
う

食
育
っ
て
な
あ
に

募

　
　集
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
①
9
月
15
日
㈰　

②
9
月

22
日
㈰
※
雨
天
の
場
合
は
9
月
29
日

㈰　

▼
場
所　
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト　

▼
種
目　
①
【
男
子
】
ダ
ブ

ル
ス
Ａ
、
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
【
女
子
】

ダ
ブ
ル
ス
Ａ
、
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ	

②

【
男
子
】
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
、
ダ
ブ
ル

ス
Ｂ
【
女
子
】
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
、
ダ

ブ
ル
ス
Ｂ
※
各
種
目
Ａ
ク
ラ
ス
は
一

般
、
Ｂ
ク
ラ
ス
は
初
中
級　

▼
参
加

費　
シ
ン
グ
ル
ス
1
千
5
0
0
円
、

ダ
ブ
ル
ス
2
千
円
（
1
組
）　

▼
主

催　

行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
�　

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
内
で
配
布
し
て
い
る
大
会
要
領

ま
た
は
行
田
市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照　

▼
問　
競
技
委
員

長
山
崎
☎
5
4
3
―
5
5
2
7

▼
日
時　
年
末
年
始
を
除
く
午
前
10

時
～
午
後
7
時　

▼
場
所　
埼
玉
県

住
宅
供
給
公
社
「
住
ま
い
相
談
プ

ラ
ザ
」（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
錦
町

6
3
0
）
※
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
コ
ン
コ
ー

住
宅
相
談

生
活
保
護
1
1
0
番

献
血

ス
西
口
出
口
付
近　

▼
内
容　
リ
フ

ォ
ー
ム
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
、
法
律

相
談
な
ど
住
宅
に
関
す
る
相
談
を
面

談
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
る　

▼

費
用
無
料　

▼
問　

同
公
社
「
住

ま
い
相
談
プ
ラ
ザ
」
☎
0
4
8
―

6
5
8
―
3
0
1
7

▼
日
時　
9
月
8
日
㈰
正
午
～
午
後

4
時　

▼
内
容　
司
法
書
士
が
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
を
無
料
で

実
施
す
る　

▼
相
談
専
用
電
話
番
号　

☎
0
1
2
0
―
0
5
2
―
0
8
8　

▼
主
催　

全
国
青
年
司
法
書
士
協

議
会　

▼
問　

司
法
書
士
髙
橋
☎

0
4
8
―
4
8
5
―
8
4
7
2

▼
日
時　
9
月
12
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
1
時
を

除
く
）　

▼
場
所　
忍
・
行
田
公
民

館　

▼
内
容　
全
血
献
血　

▼
持
ち

物　
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　

▼
主
催　
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
問　
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
☎
0
4
2
―
9
8
5
―
6
9
3
3

▼
日
時　
11
月
23
日
㈯
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
出
演　
浅
野
温
子
他　

▼
内

容　
古
事
記
よ
り
「
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク

ヤ
ヒ
メ
と
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
」
の
生
涯

を
女
優
の
浅
野
温
子
さ
ん
が
生
演
奏

の
幻
想
的
な
調
べ
の
中
で
語
る
「
日
本

の
心
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
公

演　

▼
入
場
料　
全
席
指
定
【
大
人
】

2
千
円
【
小
人
】
1
千
円　

▼
チ
ケ

ッ
ト
取
り
扱
い　
9
月
8
日
㈰
午
前

9
時
か
ら
産
業
文
化
会
館
他
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
電
話
受
け
付
け

は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）
※
詳
細
に

つ
い
て
は
事
前
に
同
館
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ
】

ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
作
り　

～
癒
し
の
香
り
で
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

	行田市の人口と世帯	 人口85,524人　男42,522人　女43,002人　世帯数33,680世帯
	（平成25年7月1日現在）	 6 月中の異動　出生46人　転入等156人　死亡62人　転出等190人住民基本台帳人口

第
32
回
市
長
杯
争
奪

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

申し込み・問い合わせ
産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

第
19
回

行
田
市
美
術
家
協
会
展

浅
野
温
子

よ
み
語
り　

行
田
公
演

▼
日
時　
10
月
19
日
㈯
午
後
2
時
～

4
時　

▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー
2

0	

1
会
議
室　

▼
内
容　
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
オ
イ
ル
作

り
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験　

▼

講
師　
井
上
真
弓
さ
ん
（
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

▼

対
象　
成
人　

▼
定
員　
20
人
（
先

着
順
）　

▼
参
加
費　
1
千
5
0
0

円　

▼
�　

8
月
19
日
㈪
午
後
1
時

か
ら
参
加
費
を
添
え
て
直
接
同
セ
ン

タ
ー
2
階
窓
口
（
電
話
予
約
は
午
後

2
時
か
ら
）

▼
日
時　
8
月
28
日
㈬
～
9
月
9
日

㈪
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
を

除
く　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　
行
田
市

美
術
家
協
会
会
員
の
作
品
展　

▼
入

場
無
料

ス
ポ
ー
ツ

そ

　の

　他
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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特集特集特集

P.2P.2P.2

川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

行田軽トラ朝市　毎月元気に開催中行田軽トラ朝市　毎月元気に開催中行田軽トラ朝市　毎月元気に開催中

あなたに笑顔を届けたい！あなたに笑顔を届けたい！あなたに笑顔を届けたい！

市民プール市民プール市民プール
ししし みんみんみん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　夏
なつ

といえばやっぱりプール!

　昭
しょう

和
わ

47年
ねん

に開
かい

設
せつ

した市
し

民
みん

プールは、市
し

民
みん

の皆
みな

さんにとっ
てなじみ深

ぶか

いプールで、屋
おく

内
ない

・屋
おく

外
がい

・屋
おく

外
がい

幼
よう

児
じ

用
よう

があり、屋
おく

内
ない

プールは年
ねん

間
かん

を通
とお

して利
り

用
よう

することができるんだ。平
へい

成
せい

24年
ねん

には屋
おく

外
がい

幼
よう

児
じ

プールをリニューアルして、クジラやタ
コなどかわいいイラストが描

えが

かれたプールになったよ。

　ぜひ、家
か

族
ぞく

や友
とも

だちと一
いっ

緒
しょ

に市
し

民
みん

プールに遊
あそ

びに来
き

て、行
ぎょう

田
だ

の暑
あつ

い夏
なつ

を満
まん

喫
きつ

してくださいね。

※屋
おく

外
がい

プールの営
えい

業
ぎょう

は8月
がつ

31日
にち

までです。

6月29日、第23回行田市綱引き大会が開催されました。
　低学年、中学年、高学年の部（チーム）に分かれて行われ、どのチ
ームも優勝目指し、心を一つにして力いっぱい競技に臨んでいまし
た。また、応援に駆け付けた保護者なども、白熱した試合に呼応す
るかのように大きな声援を送っていました。

　

い
に
し
え
の
行
田
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
家

で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

縄
文
時
代
以
降
平
安
時
代
ま
で
、
一
般
庶
民

の
多
く
は
縦
穴
住
居
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

縦
穴
住
居
は
、
地
面
を
方
形
や
円
形
に
数
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
掘
り
く
ぼ
め
て
底
に
床
を
作
り
、

そ
こ
に
ク
リ
の
木
な
ど
で
4
～
6
本
の
柱
を
建

て
、
梁は

り

や
垂た

る

木き

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
家
の
骨
組

み
を
作
り
、
そ
の
上
に
ア
シ
、
わ
ら
、
土
な
ど

で
屋
根
を
葺ふ

い
た
建
物
で
す
。
屋
根
を
地
面
ま

で
葺
き
お
ろ
す
伏ふ

せ

屋や

式
の
も
の
と
、
縦
穴
の
壁

に
沿
っ
て
細
い
柱
を
狭
い
間
隔
で
立
て
並
べ
て

側
壁
を
作
る
壁
立
式
の
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
堀
っ
た
土
を
周
り
に
積

み
上
げ
て
雨
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

住
居
の
大
き
さ
は
大
小
あ
り
ま
す
が
、
16
～

25
平
方
メ
ー
ト
ル
（
畳
10
～
16
畳
）
く
ら
い
の

も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
4
～
７
人
く
ら
い

が
暮
ら
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
古

墳
時
代
前
半
ま
で
は
床
の
中
央
付
近
に
炉
を
設

け
て
、
調
理
を
し
た
り
、
暖
を
と
っ
た
り
し
て

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

古
代
の
行
田
の
人
々
の
住
ま
い

行田

歴
史
系
譜

5
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い
て
、
煙
は
天
井
部
分
か
ら
排
出
し
て
い
ま
し

た
。
古
墳
時
代
後
半
以
降
は
家
の
端
に
粘
土
を

使
っ
た
か
ま
ど
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

煙
道
を
掘
っ
て
煙
を
外
に
排
出
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

縦
穴
住
居
の
耐
用
年
数
は
約
15
年
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
住
居
は
や

が
て
柱
や
屋
根
が
朽
ち
果
て
て
、
そ
の
く
ぼ
地

が
ご
み
捨
て
場
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
発
掘
調
査
で
住
居
の
中
に
堆
積

し
た
土
に
混
じ
っ
て
大
量
の
土
器
な
ど
が
出
土

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
火
事
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
住
居
（
焼

失
住
居
）
が
発
見
さ
れ
、
焼
け
た
屋
根
の
土
や

炭
化
し
た
柱
な
ど
が
住
居
の
中
か
ら
出
土
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
焼

失
住
居
の
中
か
ら
ほ
と
ん
ど
火
を
受
け
て
い
な

い
土
器
が
数
個
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ど
う
や
ら
こ
う
し
た
住
居
は
火
事

を
出
し
た
の
で
は
な
く
、
使
わ
な
く
な
っ
た
住

居
を
燃
や
し
て
、
火
が
鎮
ま
っ
た
後
に
土
器
を

置
い
て
何
ら
か
の
儀
式

（
鎮ち

ん

火か

祭さ
い

祀し

）
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
今
ま
で

暮
ら
し
て
い
た
家
を
弔
う

儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島

　

洋
一
）

小敷田遺跡の弥生時代の
復元縦穴住居
（郷土博物館）

鎮火祭祀の見られる古墳時
代前半の焼失住居


